
１ 研究テーマ 
 本学級（第２学年，男子１１名，女子１１名

計２２名）の子どもたちは，１年生の時から，

タブレットで教科書やノートをテレビに映し

たり，発表に使ったりしてきているため，ICT
を使っての授業に抵抗なく取り組むことがで

きている。２年生になり，タブレットを実際に

使用する場面も設定しており，デジタルテレビ

に無線で映像を飛ばす手順や，タイマーアプリ

の使い方，地図アプリの操作方法など，習得し

ている。 

低学年ということもあり，学習において言葉

だけでの説明では理解が難しい児童もいる。そ

のことから，ICT を用いた視覚支援は有効であ

ると考えた。また，タブレットは，ほかの ICT
機器と違い，子どもでも簡単に持ち運びができ，

書画カメラ，カメラ，ビデオカメラなど 1台で

たくさんの機能を使うことができる。また無線

LAN につなぐことで，教室の中であれば，場

所を制限することなく，映像をテレビに映すこ

とも可能である。また，アプリを上手に取り入

れることにより，活用の仕方はまだまだ研究の

余地があると思われる。このことから，タブレ

ットを効果的に活用できれば，視覚支援により

児童への学習効果が上がるのではないかと考

え，本テーマを設定した。 
 

２ 仮説 
（１）タブレットを書画カメラ，ビデオカメラ

として利用し，視覚的に提示することで，

子供たちの関心が高まり，また視覚情報に

より理解を促せるだろう。 
 
（２）タブレットのアプリを活用することで，

短時間に効率的に高い学習効果が得られる

だろう。 
 
３ 研究の方法と計画 
（１）仮説１について 

授業時において，いつでもタブレットが使

えるように設置しておき，主に教師の操作に

より，書画カメラ，カメラ，ビデオカメラと

してタブレットを活用する。 
①書画カメラとしての活用 
タブレットをアームで固定しておき，使い

たいときにすぐに書画カメラとして使用で

きるようにしておく。 
②カメラとしての活用 
児童の作品をカメラで撮り，発表時に映し

出せるようにしておく。また，児童にもカメ

ラとして使うことができるように使い方を

指導する。 
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＜研究の概要＞ 
 本研究では，効果的なタブレットの活用について考察した。タブレットを書画カメラとして使い，

図画工作で初めてカッターナイフを使用する際に，カッターナイフの持ち方，使い方などをテレビ

の画面に映して見せることで，子どもたちへの知識の定着を図った。生活科の町探検に行く際に，

タブレットをカメラ代わりに子どもたちに持たせ，写真を撮ることで，帰ってからの振り返りの際

はタブレットの画面を用いて振り返ったり，テレビ画面に映しだしたりしてクラスで共有すること

ができた。タブレットの写真に字や絵を書きこむアプリを用いて，教科書を写し，そこに書き込む

ことによって，学習の理解を促した。以上のことから，さまざまな ICT 機器と同じ機能をタブレッ

トは一台でこなすことができ，効果的に活用することで，学習効果を高めることができた。 



③ビデオカメラとしての活用 
音読や歌，劇の練習などビデオカメラで撮

影し，すぐに振り返りで映して見せられるよ

うにしておく。 
 

（２）仮説２について 
タブレット内にあるアプリ，使用する際に

安全だと判断したアプリを厳選してインス

トールしておき，主に教師の操作により授業

で活用する。 
  ①タイマーアプリの活用 
   作業時間や話し合い活動の時間の提示に

使う。 
  ②地図アプリの活用 
   生活科の「町探検」で歩く道を示すため

に使う。 
③写真に字や絵をかくアプリの活用 
教科書を撮影し，ラインを引いたり，答

えを書きこんだりする際に使う。 
 
４ 研究の実践 
（１）実践１ 
 ①実践の概要 
  ア 単元名 
    図画工作「まどをひらいて ～絵あわせ

ゲームをつくろう」 
    本時の目標 
    題材に興味を持ち，カッターナイフの安

全な使い方を覚える。 
  イ ICT の活用について 
    タブレットを書画カメラとして利用し，

カッターナイフの持ち方，使い方などをデ

ジタルテレビに映し出して見せ，視覚的に

支援する。 
 
 ②子供の学びの姿 
   ＜仮説１について＞ 

TV 画面に教師の手元を大きく映し出して，

カッターナイフの持ち方，使い方を見せたこ

とにより，落ち着きのない児童も集中して見

たり，聞いたりすることができた。また，先

に教師が作っておいた作品を書画カメラで

写して見せることで，これから作る作品のイ

メージを膨らませ，何をするのか見通しを持

つことができた。 

 
   

＜仮説２について＞ 
   タイマーアプリを利用して，作業時間を掲

示したことにより，作業を途中でやめられな

い子も気持ちの整理をつけ，次に移ることが

できた。 

 
 
 



（２）実践２ 
 ①実践の概要 
  ア 単元名 
    算数「三角形と四角形」 
    本時の目標 
    三角形や四角形の用語や定義を覚える。 
  イ ICT の活用について 
    アプリ miyagi Touch を用いて，教科書

の写真を撮り，そこに線で描きこんで，視

覚的支援を行う。書画カメラとして，子ど

もたちが書きこんだ教科書をデジタルテ

レビに映し出し，自分が書いたものと比べ

て考えることができた。 
 ②子供の学びの姿 
  ＜仮説１について＞ 
   書画カメラで子どもたちが書きこんだ教

科書をデジタルテレビに写し，自分の書いた

ものと比べることで，どこが同じでどこが違

うのか，問題を自分のこととして考えること

ができた。 
 
  ＜仮説２について＞ 
   デジタル教科書を用いたり，拡大提示して

説明したりしていた内容でも，アプリ miyagi 
Touch は，写真の上に直線を引くことができ

るため，簡単に教科書の写真に書き込むこと

ができる。図形を視覚的に捉えることができ，

子どもが理解しやすかった。 
 
 
 
 

 
（３）実践３ 
 ①実践の概要 
  ア 単元名 
    生活科 「町はっけん」 
    本時の目標 
    「町はっけん」でしたいことや行きたい

ことを話し合い，それをもとに計画をたて

ることができる。 
  イ ICT の活用について 

アプリ Google earth のストリートビュ

ーで実際に歩く道を見せたり，地図を写真

で撮ってお絵かきアプリを用いて，班ごと

に町を歩く道を線で書き込み示したりし

た。 
 
 ②子供の学びの姿 

＜仮説２について＞ 
Google earth のストリートビューは，実際

に自分が歩いているように，画面に周りの様

子が映し出されるので，子どもたちも自分た

ちで歩く道の予習ができ，慣れない場所での

不安を少なくすることができた。また，班ご

と地図上に歩く道を書きこんで見せること

で，他の班が行く場所にも興味を持つことが

でき，学びの共有につながった。 
 
 
 
 
 



 
（４）実践４ 
 ①実践の概要 
  ア 単元名 
    生活科 「町はっけん」 
    本時の目標 
    相談し，計画を立てたことをもとに興味

を持って活動することができる。 
  イ ICT の活用について 
    町を歩く班ごとに，タブレットを１台カ

メラ代わりに持たせ，写真を撮った。その

後の振り返りにも，そのタブレットを使用

した。 
 
 ②子供の学びの姿 

＜仮説１について＞ 
タブレットをカメラ代わりに子どもたち

に持たせ，記録写真を撮らせた。タブレット

は画面が大きく，写真を撮りやすいようだっ

た。また，撮った写真はその場での確認もし

やすかった。学校にもどってからの振り返り

も，班の仲間でタブレットの画面を見ながら

行うことができた。他の班の写真もデジタル

テレビに映し出して共有することができた。 

５ 結果と考察 
（１）仮説１について 

タブレットを書画カメラとして用い，従来

であれば見にくい細かい部分や，言葉で説明

しにくいことを，デジタルテレビに映し出し

て視覚情報をとして与えることにより，子ど

もたちの理解を促すことができた。また，自

分もタブレットを用いて発表したいという

気持ちから，発表意欲が高まり，集中して話

を聞き，考えることができるようになった。

タブレットへの興味関心が始まりだったと

はいえ，それが学習意欲へのきっかけになっ

たのではないかと考える。 
 
 
（２）仮説２について 

地図アプリ，写真への書き込みアプリ，タ

イマーなど，たくさんあるアプリの中から，

必要とする内容に合ったもの，安全に使える

ものを見つけ用いることができれば，学習効

果は高く，大変有効なツールである。 
 
 
（３）今後の課題 
  ・ 書画カメラ，ビデオカメラ等で使用は当

たり前のこととして使えるようになって

きたので，来年度はタブレットだからこそ

できる活用法を試していきたい。 
・ 安全に使えるアプリの検索，有効活用を

見出していきたい。 
・ 教室環境やインターネット環境が変わる

と，できることできないことが変わってく

る。置かれた環境の中でできる活用法を見

出していく。 
  

   


